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議員名
○賛成　　×反対　　－棄権
※議長は表決に参加しない。
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国保料の値上げ条例（可決） × × × × 〇 〇 〇 〇 〇

議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 × 〇 〇 〇 ×
市議会議員の期末手当引き上げ条例（可決） × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
介護従事者の処遇改善を求める意見書提出を求める陳情（不採択）〇 〇 〇 〇 × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 × × × 〇 〇
現行保険証の廃止を中止するよう求める意見書（否決） 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇
核兵器のない社会の実現に向けた取り組みを求める意見書（可決）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇
選択的夫婦別姓の導入に向けた国会審議を求める意見書（可決）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇

2024年第３・4回定例会　星取表

　
改
正
が
注
目
さ
れ
る
「
年

収
の
壁
」。
手
取
り
が
増
え
て

も
、
税
や
公
共
料
金
が
増
え

れ
ば
効
果
も
半
減
で
す
。

　
流
山
市
で
は
25
年
度
、
国

民
健
康
保
険
料
が
値
上
げ
に
。

加
入
者
の
半
数
が
「
所
得
ナ

シ
・
年
収
１
０
０
万
円
未
満
」

と
な
っ
て
い
る
も
と
で
、
年

１
万
２
千
円
余
の
負
担
増
は

医
療
機
関
へ
の
受
診
控
え
に

直
結
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　
学
校
給
食
費
は
２
割
も
引

き
上
げ
ら
れ
、
小
学
生
で
年

５
万
６
６
５
０
円
、
中
学
生

で
年
６
万
７
６
５
０
円
に
も
。

全
国
で
広
が
る
給
食
費
無
償

化
に
逆
行
す
る
動
き
で
す
。

　
さ
ら
に
公
共
下
水
道
料
金

は
、
年
７
２
０
０
円
（
４
人

家
族
の
場
合
）、
駅
前
自
転
車

駐
輪
場
は
最
大
２
千
円
も
値

上
げ
。
上
水
道
も
３
年
後
に

値
上
げ
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
「
く
ら
し
を
守
っ
て
」
の
声

を
ご
一
緒
に
広
げ
、
値
上
げ

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
本
市
で
も
昨
年
４
月
か
ら

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
が

ス
タ
ー
ト
。当
事
者
か
ら
「
待

っ
て
い
た
」
と
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
日
本
共
産
党
の
追

及
に
、「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制

度
は
早
期
実
現
に
向
け
て
検

討
す
べ
き
」、「
同
性
婚
の
法

制
化
は
国
民
的
議
論
を
深
め
、

進
め
る
べ
き
」
と
市
も
表
明

し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
市
議
会
で
も
、「
選

択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入

に
向
け
た
国
会
審
議
を
求
め

る
意
見
書
」が
可
決
。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
推
進
へ
、
大
き

な
流
れ
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
年
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
の
衆
院
選
で
は
、

ウ
ラ
金
に
代
表
さ
れ
た

政
治
の
害
悪
に
審
判
が

下
さ
れ
、
国
民
的
な
要

求
に
応
え
る
新
た
な
変

化
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
も
、
国
民

要
求
の
前
進
に
力
を
尽

く
す
決
意
で
す
。

　
昨
年
、
市
政
で
も
市

民
の
世
論
と
運
動
に
よ

り
、
公
立
幼
稚
園
の
廃

止
に
待
っ
た
を
か
け
、

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入

へ
の
公
費
助
成
が
実
現

す
る
な
ど
変
化
が
起
き

て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
、
市

民
の
願
い
と
結
び
つ
き
、

さ
ら
な
る
前
進
に
全
力

を
あ
げ
ま
す
。
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。●老朽校舎のリニューアル ●就学援助対象世帯の拡大

●子育て支援施設等の拡大 ●ウイングホールの火葬待ち日数短縮
●市役所への民間バス乗り入れ ●災害情報の電話・FAX配信の対象拡大、他

市民とともに実現2024年実績

「補聴器の購入費助成が実現」「                 R7年度末廃止を止めた」附属幼稚園

力あわせ力あわせ 日本
共産党

2025年度に向けた予算
要望を市長に提出しまし
た。市民から寄せられた
要望やムダ使いの是正な
ど179項目に及びました。

値
上
げ
に
怒
り

 「
く
ら
し
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い
け
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」
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ェ
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ダ
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等
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ェ
ン
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と



身近な要求実現
事
故
な
く
せ
！
自
治
会
の
取
り
組
み

を
後
押
し（
お
お
た
か
の
森
北
）

小
田
桐
た
か
し

前
ヶ
崎
城
址
公
園
の

東
屋
と
ベ
ン
チ
の
改
修

高
橋
あ
き
ら

側
溝
の
フ
タ 

修
繕

（
加
６
丁
目
）

い
ぬ
い
え
り

　議員の期末手当引き上げ議案が可決（日本
共産党だけが反対）。市職員の給与等改定に便
乗したもので、法令等の裏付けはなく、「忖度」
だけ…。市民に理解されるでしょうか。

　被団協（日本原水爆被害者団体協議会）が
ノーベル平和賞を受賞。「平和大使」となった
市内の子どもの願いにも合致しています。しか
し、市議会には背を向ける動きも…。「核なき
世界」実現へ、共同が不可欠です。

※1面下段の星取表参照

議員手当引き上げ？

「核兵器廃絶」に背を向ける動き

ねほりはほりねほりはほり
　
事
業
系
ご
み
の
出
し
方
を
強
引
に

変
更
し
た
結
果
、「
自
区
内
処
理
（
市

内
で
発
生
し
た
ご
み
は
市
内
で
処

理
）」
と
い
う
ご
み
処
理
の
原
則
ま

で
壊
し
始
め
て
い
ま
す
。

　
事
業
系
の
「
粗
大
ご
み
」
や
「
燃

や
さ
な
い
ご
み
」
は
、Ｒ
５
年
比
で

Ｒ
６
年
は
83
％
も
減
少
（
４
〜
９

月
）。
残
り
は
「
市
外
・
県
外
で
処

理
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う…

」
と
の
こ

と
で
す
。
市
が
掲
げ
る
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
（
Ｃ
Ｏ
２
等
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
の
都

市
）」
の
本
質
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
深
刻
な
人
手
不
足
が
続
く
医
療
や

介
護
。
報
酬
「
改
定
」
と
い
っ
て
も
、

物
価
高
騰
に
及
ば
ず
、
実
質
は
マ
イ

ナ
ス
に
。
特
に
訪
問
介
護
は
深
刻
さ

を
増
し
、
事
業
所
の
閉
鎖
・
倒
産
が

相
次
い
で
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
市
議
会
で
は
、「
医
療
・

介
護
の
改
善
を
国
に
求
め
る
陳
情
」

を
不
採
択
に
。

　
日
本
共
産
党
は
、
最
後
ま
で
陳
情

採
択
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
政
府
に

も
緊
急
の
財
政
措
置
を
提
言
す
る
な

ど
、
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　
能
登
半
島
地
震
で
は
、
ト
イ
レ
の
重
要

性
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
ト
イ
レ

ト
レ
ー
ラ
ー
は
移
動
で
き
、
清
潔
を
保
ち
、

安
心
で
き
る
空
間
が
確
保
で
き
る
と
被
災

者
か
ら
好
評
で
す
。
国
も
財
政
支
援
を
行

い
、
柏
市
は
２
台
購
入
も
。

　
日
本
共
産
党
を
含
め
た
市
議
会
全
会
派

が
一
致
し
て
要
望
し
て
も
、
市
長
が
首
を

縦
に
振
り
ま
せ
ん
。
市
民
と
議
会
の
共
同

を
さ
ら
に
広
げ
、
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ビフォー

アフター

老朽校舎、リニューアル工事
実施中（江戸川台小学校）

植田和子

市
議
会

市
議
会

市
議
会

市
議
会

　市長肝いりで設立した「観光株式会
社（流山版ＤＭＯ）」。しかし公費を投入
しても、営業利益は３年連続の赤字、
借金は６千万円越えにも（23年度末）
…「お先真っ赤」です。それでも公費
投入を増額するというのですから、税
金の使い方が間違っています。

今春開設予定の白みりんミュージアム。
これが、市長公約「１円まで活かす市政」の姿で
しょうか。

市　長
肝入り お先真っ赤!?

観光会社
　
『
安
心
・
安
全
』
は
市
民
の
共
通
し
た
願
い
で
す
。
こ
の
願
い
実
現
に
歩

み
を
止
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
ご一緒
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。能登町立松波中学校（避難所）に

設置されたトイレトレーラー

　
頻
発
化
・
凶
悪
・
高
度
化
す
る
特
殊
詐

欺
や
強
盗
。
防
犯
対
策
の
強
化
は
待
っ
た

な
し
で
す
。

　
防
犯
機
能
付
き
電
話
は
警
察
庁
も
推
奨

し
、
近
隣
市
で
は
購
入
費
助
成
の
実
施
な

ど
対
策
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
い
っ
ぽ
う
市
は
「
だ
ま
さ
れ
な
い
心
構

え（
被
害
者
の
自
己
責
任
）」を
繰
り
返
す

だ
け
。
防
犯
対
策
の
強
化
を
願
う
世
論
と

運
動
で
市
政
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

事
業
系
ご
み
の
出
し
方
変
更

市
民
の
声
に
応
え
た
制
度
に

ごみ
処理

介
護
の
安
心

　「
壊
さ
な
い
で
」

医療
介護

防
災
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
配
備
を

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
配
備
を

防
犯
防
犯
機
能
付
き

電
話
機
購
入
に
助
成
を

防
犯
機
能
付
き

電
話
機
購
入
に
助
成
を

４議席４議席
「安心・安全」な「安心・安全」な
まちづくりへまちづくりへまちづくりへまちづくりへ

日本共産党
のの

小田桐たかし いぬいえり高橋あきら植田和子


